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白井市は
「ときめきと
み ど り あ ふ れ る

快活都市」
を目指します。

施設サービスの充実

　高齢者が入所する施設で、入所者に対し日常生活上
の支援や介護を提供します。

市
役
所
を
中
心
に

新
た
な
医
療
・
介
護
施
設
が
充
実

❶❷❸

❹

❺

❻

❼

❽

❾ ●

ウィズホスピタル千葉白井　
復1448-1　☎（498）1448

❸

千葉白井病院　
復1439-2　☎（497）6800

❷

アモールケア白井　
復1448-30　☎（436）8755

❶

（仮称）さつきの里　
笹塚3-25-1　☎（492）1100（開設準備室）
※5月開設予定、隣接地に白井聖仁会病院移転（12月）

❹

ケアホーム白井　
中170　☎（492）2000

❺

船橋ケアセンター　
船橋市高野台5-741-6　☎（449）7007

❻

リハモードホーム（地域密着型で白井市
民のみが入れる施設）　　
根235-2　☎（497）1907

❼

菊華園　
神々廻1030　☎（492）8111

❽

特別養護老人ホームサクラビア（地域密
着型で白井市民のみが入れる施設）　
神々廻1927-6　☎（498）3191

❾

アンスリール　
神々廻1889-2　☎（404）6700

●

市役所周辺の医療・介護施設

市内の介護施設

医療・介護施設配置図

　
市
で
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
よ
り
一
層
元
気
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
介
護
予
防
を
進
め
る
と
と
も
に
重
度
な
介
護
状
態
と

な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
生
活
が
で
き
る
体
制
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
市
役
所
周
辺
で
は
病
院

や
介
護
施
設
が
一
体
と
な
っ
た
施
設
が
開
設
（
一
部
は
準
備
中
）
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病
院
や
介
護
施
設
は
、
市
役
所
、

消
防
署
、
防
災
機
能
を
備
え
た
白
井
総
合
公
園
な
ど
と
と
も
に
、
本
市
の
行
政
・
防
災
・
防
犯
・
医
療
・
介
護
機
能
を
集
約

し
た
市
の
安
心
安
全
の
複
合
的
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3

※写真の番号と対応します。

10

　施設サービスとは、入所できる施設を指しますが、
介護が中心のサービスや医療が中心のサービスも
あります。施設サービスの概要と市内施設は次の
とおりです。詳細は各施設に問い合わせてください。

　寝たきりや認知症で日常生活において常時介護が必
要で、自宅では介護が困難な人が入所する施設。食事、
入浴、排せつなどの介護や療養上の世話が受けられます。

　病状が安定している人に対し、医学的管理の下で看
護、介護、リハビリテーションを行う施設。　医療上
のケアやリハビリテーション、介護を一体的に提供し、
家庭への復帰を支援します。

◆介護中心　特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）

◆医療中心　介護老人保健施設

◆介護付有料老人ホーム（特定施設入居者生活介護）

10

介護老人保健施設　（100床）

医療施設　（100床）

介護付有料老人ホーム　（120床）

特別養護老人ホーム　（100床）

介護老人保健施設　（125床）

介護老人保健施設　（120床）

特別養護老人ホーム　（100床）

特別養護老人ホーム　（29床）

介護付有料老人ホーム　（29床） 特別養護老人ホーム　（100床）

白井聖仁会病院イメージ図
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消
防
表
彰

◆
消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
式

消
防
表
彰

　
3
月
9
日
に
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル

（
東
京
都
）
で
、
平
成
27
年
度
消
防

功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、
市
消
防
団
本
部
副
分
団
長
の

山
口
幸
一
さ
ん
と
第
三
分
団
折
立
部

団
員
の
藤
咲
克
己
さ
ん
が
永
年
の
消

防
活
動
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、

消
防
表
彰
（
消
防
庁
長
官
表
彰

　
永

年
勤
続
功
労
章
）
を
受
け
ま
し
た
。

◆
千
葉
県
消
防
大
会
消
防
表
彰

　
3
月
18
日
に
青
葉
の
森
公
園
芸
術

文
化
ホ
ー
ル
（
千
葉
市
）
で
千
葉
県

消
防
大
会
が
開
催
さ
れ
、
市
消
防
団

員
の
皆
さ
ん
が
永
年
の
消
防
活
動
に

対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
、
消
防
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
通

り
で
す
。
　
　
　
　
　（
敬
称
省
略
）

【
千
葉
県
知
事
表
彰
】

●
永
年
勤
続
功
労
章

　
山
﨑
博
（
第

三
分
団
河
原
子
部
団
員
）

●
感
謝
状
（
内
助
功
労
）　
山
﨑
栄

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

●
功
績
章
　
柴
﨑
克
弘
（
本
部
分
団

長
）

●
精
績
章

　
山
﨑
喜
志
（
本
部
分
団

長
）、
山
﨑
正
史
（
第
三
分
団
河
原

子
部
団
員
）

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班
　
内

線
3
3
2
3
・
5

表彰された消防団本部山口副分団長（右側）
と第三分団折立部藤咲団員（左側）

市
職
員
の
人
事
異
動

◆
課
長
職
以
上
の
人
事
異
動

　
課
長
職
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お

り
で
す
（
4
月
1
日
付
け
）。

※
（
　
）
内
は
旧
所
属
で
す
。

【
部
長
職
】　
会
計
管
理
者
　
折
山
郁

子
（
企
画
政
策
課
長
）、
環
境
建
設

部
長

　
武
藤
茂
（
都
市
計
画
課
長
）、

教
育
部
長
・
教
育
総
務
課
長
事
務
取

扱
　
染
谷
敏
夫
（
環
境
建
設
部
長
）、

健
康
福
祉
部
参
事
・
高
齢
者
福
祉
課

長
事
務
取
扱
　
緑
川
英
一
郎
（
高
齢

者
福
祉
課
長
）、
教
育
部
参
事
・
学

校
教
育
課
長
事
務
取
扱

　
小
泉
淳
一

（
千
葉
県
教
育
委
員
会
）、
監
査
委
員

事
務
局
長
　
香
取
延
也
（
監
査
委
員

事
務
局
長
（
課
長
級
））

【
課
長
職
】　
▼
総
務
部

　
管
財
契
約

課
長
　
風
間
信
也
（
教
育
総
務
課
主

幹
）、
企
画
政
策
課
長

　
高
石
和
明

（
道
路
課
主
幹
）、
情
報
管
理
課
長

　

湯
浅
章
吾
（
管
財
契
約
課
長
）、
収

税
課
長

　
高
橋
正
幸
（
宅
地
指
導
課

主
幹
）　
▼
市
民
経
済
部
　
市
民
活

動
支
援
課
長
　
豊
田
智
美
（
管
財
契

約
課
副
主
幹
）、
市
民
課
長

　
石
井

治
夫
（
総
務
課
主
幹
）、
市
民
安
全

課
長

　
小
林
茂
輝
（
上
下
水
道
課
長
）

▼
環
境
建
設
部
　
都
市
計
画
課
長

中
村
幸
生
（
学
校
教
育
課
主
幹
）、

建
築
宅
地
課
長

　
宇
野
克
美
（
建
築

指
導
課
長
）、
環
境
課
長

　
川
上
利

一
（
市
民
活
動
支
援
課
長
）、
上
下

水
道
課
長
　
伊
藤
勉
（
環
境
課
長
）

◆
課
長
職
以
上
の
退
職

　
退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
（
3

月
31
日
付
け
）。

【
部
長
職
】　
会
計
管
理
者

　
林
友
子
、

教
育
部
長
　
田
代
成
司
（
千
葉
県
教

育
委
員
会
へ
）、
総
務
部
参
事
　
川

村
明
、
市
民
経
済
部
参
事
　
小
林
文

夫
、
教
育
部
参
事
　
藤
咲
克
己

【
課
長
職
】　
市
民
安
全
課
長
　
鈴
木

政
巳
、
宅
地
指
導
課
長

　
佐
野
裕
達

（
千
葉
県
へ
）

問
　
総
務
課
人
事
班

　
内
線
3
3
1

4

　市ではスポーツや学芸の活動などで優れた成績を収めた児童や生徒、また長年にわたって市政の発展や、地域福祉の向上に尽力した人や市民の
模範となる善行のあった人を表彰する「白井市表彰式」を3月25日に市役所で行いました。
　表彰を受けた皆さんとそれぞれの表彰の功績は、下記のとおりです。（敬称略）

◆優良児童表彰
荒木未來（白井第一小学校）
　第10回ちばキッズ陸上競技大会4×100㍍リレー第1位
竹村涼香（白井第三小学校）
　第97回全国学校書初中央展文部科学大臣賞
山本美潤（大山口小学校）
　第31回全国小学生陸上競技交流大会千葉県選考会4×100㍍リレー第1位ほか
立川瑠理（桜台小学校）
　読書感想画千葉県コンクール小学校低学年の部優秀賞
並木耀大（桜台小学校）
　第16回キッズコロシアム大会4年男子走幅跳第1位ほか
福田悠仁（桜台小学校）
　第39回全日本少年サッカー大会千葉県大会優勝
◆優良生徒表彰
二見俊輔（大山口中学校）
　第21回千葉県中学校バドミントン学年別大会1年男子シングルス優勝
水野侑武（大山口中学校）
　第36回全国中学校アイスホッケー大会千葉県代表
長谷川明伸（大山口中学校）
　第40回関東中学校柔道大会準優勝ほか
大武月楓（南山中学校）
　第6回全日本女子ユース（Ｕ―15）フットサル大会関東大会優勝
小川彩乃（南山中学校）
　第6回全日本女子ユース（U―15）フットサル大会関東大会優勝
黒澤悠希（南山中学校）
　第6回全日本女子ユース（Ｕ―15）フットサル大会関東大会優勝
小寺千慧（南山中学校）
　第61回全日本中学校通信陸上競技大会千葉県大会100㍍ハードル1位ほか

◆自治功労表彰
【行政改革推進委員会委員】紫合治（東京都小金井市）、高尾公矢（池の上）
【交通指導員】山﨑弘道（神々廻）、吉﨑健一（冨士）
◆教育文化功労表彰
【教育相談員】長島宣子（千葉市）
【スポーツ少年団副本部長】及川哲郎（清水口）
【郷土資料館市民学芸スタッフ】尾形友吏子（復）、佐伯讓（清水口）、樋口
美智子（大山口）、松尾元夫（清水口）、森善子（大山口）
◆社会福祉功労表彰
【民生委員児童委員】鵜ノ澤典夫（冨士）、中村玲子（桜台）
【福祉施設サービス苦情相談員】薄井哲子（印西市）
◆保健衛生功労表彰
【市医】浅川直之（根）、熊谷忠志（池の上）
【市歯科医】本間敬和（堀込）
【食生活改善推進員】大熊喜久枝（冨士）、海保益子（冨士）
◆産業功労表彰
【農業委員会委員】川上洋（富塚）
【白井市商工会理事】池田陽一（河原子）、伊藤仁（復）、宇賀弘通（中）、
鈴木功一（根）、鈴木順子（冨士）、鈴木孝（復）、藤田均（根）、水谷義一（冨
士）、山﨑一之（神々廻）、山田政男（河原子）
【一般社団法人白井工業団地協議会副代表理事】野水俊夫（大松）
【一般社団法人白井工業団地協議会理事】辻川洋一（東京都江東区）、平林
繁（東京島葛飾区）
【職業紹介相談員】齊藤美由紀（神々廻）
◆消防功労表彰
【消防団員】秋谷博英（名内）、井上志郎（復）、髙𣘺一直（十余一）、山﨑和則（十
余一）、山﨑貴文（根）
◆善行表彰
【公共社会活動】星野隆史（神奈川県平塚市）、折立菖蒲園管理会（折立）
【交通事故等防止活動】秋本久彦（白井）、芦田忠和（清水口）、富澤賢司（冨
士）、成田治美（清水口）、八巻勝子（冨士）

優良児童・生徒表彰を受けた皆さん 功労表彰を受けた皆さん

平成27年度白井市表彰式を開催
～優良児童・生徒ならびに市功労者を表彰～

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お詫びと訂正　広報4月1日号10ページの「証明書などの発行」の文中「6月1日から、西白井・白井駅前・桜台・公民センター出張所」は正しくは「西白井・
白井駅前・桜台・公民センター出張所」です。お詫びして訂正します。

　この表彰は、「白井市優良児童生徒表彰規定」ならびに「白井市表彰
規定」に基づき、功績のあった個人や団体に対して市長が表彰を行う
ものです。
■問　秘書広報課秘書班　内線3301



2016.4.153

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

2
0
1
6
ほ
く
そ
う
春

ま
つ
り

　
当
日
は
、
市
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館

が
ブ
ー
ス
を
設
け
て
「
昼
間
の
星
を

見
る
会
」（
雨
天
・
曇
天
時
中
止
）

を
行
い
ま
す
。「
な
し
坊
」
や
「
か

お
り
」
も
参
加
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

　
ミ
ニ
電
車
の
運
行
や
沿
線
市
物
産

展
、
親
子
で
駅
長
の
衣
装
を
着
用
し

て
の
撮
影
会
や
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の

ご
当
地
ア
イ
ド
ル
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
抽

選
会
、
鉄
道
グ
ッ
ズ
即
売
会
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
24
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
（
雨
天
決
行
）

場
所

　
北
総
鉄
道
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
中
央
駅
・
駅
前
自
由
通
路
ほ
か

問
　
北
総
鉄
道
㈱
運
輸
部
営
業
課
　

☎
0
4
7
（
4
4
5
）
1
9
0
1
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
　
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
5

国
際
親
善
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
大
会

　
市
内
や
近
隣
に
住
む
外
国
人
の
皆

さ
ん
と
交
流
し
、
親
善
を
深
め
る
た

め
に
「
国
際
親
善
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
や
ペ
ル
ー
な
ど
、
サ
ッ

カ
ー
先
進
国
の
人
た
ち
と
一
緒
に
天

然
芝
の
ピ
ッ
チ
で
国
際
交
流
を
し
ま

せ
ん
か
。

日
時
　
5
月
22
日
㈰

　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
3
時
30
分
（
小
雨
決
行
）

※
荒
天
の
場
合
は
29
日
㈰
に
延
期
し

ま
す
。

場
所
　
白
井
運
動
公
園

対
象

　
個
人
ま
た
は
6
人
以
上
の
チ

ー
ム
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

ゲ
ー
ム
形
式

　
40
㍍
×
30
㍍
の
コ
ー

ト
で
の
6
人
制

参
加
費

　
個
人
　
2
、
0
0
0
円
、

1
チ
ー
ム
　
1
2
、0
0
0
円

申
　
チ
ー
ム
の
場
合
は
チ
ー
ム
名
と

代
表
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
個
人
の

　平成27年12月18日～平成28年3月31日までに市に申し出のあり
ました寄附金は53件で総額650,000円です。
　事業ごとの詳細は市ホームページで公表しています。
■問　企画政策課企画政策班　内線3351 ～ 3

～善意ありがとうございます～
「まちづくり寄附金」

の申し込み状況を公表します

行
政
相
談

〜
困
っ
た
と
き
は

　
　
　
　
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
〜

　
国
の
行
政
全
般
の
手
続
き
や
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
困
っ
た
こ
と
や
意

見
・
要
望
が
あ
る
場
合
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員

が
相
談
を
受
け
、
必
要
な
あ
っ
せ
ん

を
行
い
ま
す
。

日
時

　
毎
月
第
3
木
曜
日
（
8
月
を

除
く
）　 

午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
市
役
所
2
階
相
談
室

行
政
相
談
委
員
（
敬
称
略
）　
原
田

敏
子
、
中
村
淑
子

問
　
総
務
課
行
政
班

　
内
線
3
3
1

2
・
3

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す

Q
　
子
ど
も
が
小
学
校
高
学
年
に
な

り
、
友
達
が
塾
に
通
い
始
め
た
こ
と

を
聞
き
、
わ
が
子
に
も
塾
に
通
わ
せ

る
か
家
庭
教
師
を
つ
け
る
か
で
迷
っ

て
い
た
。

　
あ
る
日
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

使
っ
て
学
習
す
る
シ
ス
テ
ム
教
材
を

扱
う
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り
、「
教

科
書
に
沿
っ
た
内
容
な
の
で
テ
ス
ト

の
点
が
確
実
に
上
が
る
」
と
繰
り
返

し
説
明
を
受
け
た
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
勉
強

に
興
味
を
持
っ
た
様
子
だ
っ
た
の
で

契
約
を
考
え
て
い
る
が
注
意
す
る
こ

と
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　（
30
歳
代
・
女
性
）

A
　
次
の
3
点
に
注
意
し
、
家
族
で

必
要
か
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た
学
習

方
法
が
子
ど
も
に
向
い
て
い
る
か

　
試
し
期
間
が
あ
れ
ば
、
勉
強
方
法

や
指
導
レ
ベ
ル
が
子
ど
も
に
合
っ
て

い
る
か
実
際
に
試
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
契
約
内
容

　
契
約
期
間
や
学
習
教
材
・
サ
ポ
ー

ト
の
内
容
、
連
絡
方
法
、
解
約
時
の

学
習
教
材
の
契
約

　
〜
子
ど
も
の

　
　
　
　
家
庭
学
習
で
迷
っ
た
ら
〜

ル
ー
ル
な
ど
を
事
前
に
確
認
す
る
た

め
説
明
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

③
契
約
金
額

　
複
数
の
学
年
分
を
ま
と
め
て
契
約

し
た
ほ
う
が
1
学
年
分
を
安
く
で
き

る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
専
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
契
約
が

別
途
必
要
な
の
か
、
ア
プ
リ
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
だ
け
な
の
か
、
保
証

は
あ
る
の
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
契
約
期
間
中
の
中
途
解
約

の
方
法
に
つ
い
て
も
事
前
の
確
認
が

必
要
で
す
。
電
話
で
「
2
千
円
で
子

ど
も
の
学
力
診
断
を
受
け
ま
せ
ん
か
。

テ
ス
ト
の
結
果
を
後
日
、
報
告
に
行

き
ま
す
」
と
い
う
勧
誘
や
「
期
間
限

定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」「
今
だ
け
特
別

な
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
な
ど
の
契

約
を
急
が
せ
る
ケ
ー
ス
は
特
に
注
意

し
、
慎
重
に
考
え
て
く
だ
さ
い
。

　
契
約
な
ど
で
困
っ
た
と
き
は
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

問
　
商
工
振
興
課
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー

　
内
線
3
2
9
4
（
月
〜
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
）

198

■申・■問　4月28日㈭までに、電話かファクスまたはメールで直
接企画政策課企画政策班　内線3351・3、{kikaku-seisaku@
city.shiroi.chiba.jpへ

場
合
は
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
ま

た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、
5
月
9

日
㈪
ま
で
に
、
フ
ァ
ク
ス
か
電
話

で
白
井
国
際
交
流
協
会

　
林

　
☎

0
9
0
（
3
4
9
7
）
6
9
6
5
・

（
4
9
7
）
3
0
4
0
へ

問
　
白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局
　

☎
（
4
9
7
）
3
0
4
0
、
企
画
政

策
課
男
女
共
同
参
画
室

　
内
線
3
3

5
5

　市では、「白井をもっと知って
もらいたい」「白井に来てもらい
たい」「白井に住んでもらいたい」
という思いから、市の魅力を効
果的に発信する「シティプロモー
ション基本方針」の策定に取り
組んでいます。
　市民の皆さんが感じる市の魅
力や市での暮らし満足度、市の
新たなブランドとその発信方法
などについて皆さんと話し合う
市民座談会を開催します。参加
者には、粗品を差し上げます。

日程・内容　下表のとおり

場所　保健福祉センター
対象者　市内在住・在勤・在学の15から49歳までの人
保育　あり（申し込みの際に伝えてください）

日程 時間 内容

5月21日㈯
10：00
～12：00

市の魅力や市での暮らしについてなど

7月23日㈯ 市の新たなブランドイメージについてなど

9月10日㈯ シティプロモーション手法についてなど

※テーマに沿って少人数のグループに分かれて話し合います。

シティプロモーション
市民座談会の参加者募集

～白井の魅力について自由に語り合いませんか～

　市では、市民と行政との協働によるまちづくりを推進するため、公益
活動を実施する市内の団体に対して市民団体活動支援補助金（活動立上
型）の支援をしています。
　平成28年度市民団体活動支援補助金を希望する団体による公開プレゼ
ンテーションを行い、市民活動推進委員会が審査した結果、次の2団体に
決定しました。

平成28年度市民団体活動支援補助金
（活動立上型）の交付団体が決定

団体名 事業名 事業内容
ときめきマルシェ
プロジェクト

ときめきマルシェ
市民が主体となり市との協働で
魅力あるマルシェを開催

介護・認知症の家
族と歩む会・白井

認知症に備えるた
めの啓発活動事業

認知症を学ぶ講座や交流会など
を定期的に開催

■問　市民活動支援課市民活動支援班　内線3151

　市では、自発的で公益的な活動を市内で行う市民や団体を支援するた
め、白井駅前センター内に「市民活動推進センター」を設置しています。
　センターでは、市民活動に関するいろいろな情報を発信したり、市民
活動に関する印刷物を作成するための印刷機、紙折り機などを備えてい
ます。
　毎年、登録団体が協力し「市民活動まつり」で活動の発表を行っています。
　環境・社会教育・国際協力・福祉・いきがい・まちづくりなどさまざ
まな分野で活動している皆さん、市民活動推進センターに登録して活動
の幅を広げてみませんか。
※営利目的や宗教活動、政治活動などの団体や個人は除きます。
登録期間　6月1日～平成30年5月31日（2年間）
申　市民活動団体等登録申込書（市民活動推進センター、センターホー
ムページにあります）に必要事項を記入し、活動内容が分かる書類を添
えて5月15日㈰までに直接市民活動推進センターへ
問　市民活動推進センター　☎（498）0705、市民活動支援課市民活動支
援班　内線3151

平成28・29年度市民活動推進
センター登録団体を募集

市の魅力についてみんなで語りませんか
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

◆
平
成
28
年
度
千
葉
県
調
理
師
試
験

　
願
書
は
、
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
（
佐
倉
市
）
お
よ
び
同
セ
ン
タ
ー

成
田
支
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
願
書
の
受
け
付
け
は
印
旛
健
康
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
、
5
月
17
日
㈫
か
ら

19
日
㈭
ま
で
の
午
前
10
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で
で
す
。

試
験
日

　
7
月
27
日
㈬

試
験
会
場
　
幕
張
メ
ッ
セ
国
際
展
示

場
（
千
葉
市
）

申
・
問

　
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
課

　
☎
0
4
3
（
4
8
3
）

1
1
3
4
へ

◆
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

　
平
成
28
年
度
調
理
師
試
験
を
受
験

す
る
人
を
対
象
に
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
千
葉
県
調

「地域福祉計画」勉強会・地域意見交換会開催日程
開催日 時間 場所

①5月14日㈯ 14：00～16：00 保健福祉センター

②6月5日㈰ 10：00～12：00 冨士センター
15：00～17：00 西白井複合センター

③6月11日㈯ 10：00～12：00 白井駅前センター
15：00～17：00 公民センター

④6月12日㈰
10：00～12：00 桜台センター
15：00～17：00 白井コミュニティセンター

※①は地域福祉計画の勉強会です。

　
市
で
は
、
健
康
や
福
祉
に
関
す
る

計
画
の
基
幹
と
な
る
「
地
域
福
祉
計

画
」
に
つ
い
て
、
平
成
28
年
度
中
の

策
定
を
目
指
し
て
検
討
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
策
定
に
あ
た
り
、
ま
ず
地
域
福
祉

計
画
の
勉
強
会
を
行
い
ま
す
。
そ
の

後
、
将
来
の
市
の
地
域
福
祉
の
姿
に

つ
い
て
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

勉
強
会
や
意
見
交
換
会
で
は
、
各
内

容
に
つ
い
て
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
自

由
に
意
見
交
換
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
上
表
の
と
お
り

対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
者

（
①
の
み
定
員
80
人
、
申
し
込
み
順
）

内
容

　
①
10
年
後
の
地
域
福
祉
の
あ

り
方
、
②
〜
④
地
域
の
特
性
や
課
題
、

解
決
策

申
・
問

　
①
は
5
月
6
日
㈮
、
②
〜

④
は
5
月
27
日
㈮
ま
で
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
性
別
を
電

話
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

社
会
福
祉
課
厚
生
班

　
☎
（
4
9
7
）

3
4
8
2
、

（
4
9
2
）
3
0
3

3
、

sy
ak
ai-fu

k
u
sh
i@
cit

y
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

「
地
域
福
祉
計
画
」
の

　
　
　
勉
強
会
・
地
域
意
見
交
換
会
を
開
催

「
国
民
生
活
基
礎
調
査
」

を
実
施

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
国
民
の
保
健

や
医
療
、
福
祉
、
年
金
、
所
得
な
ど

の
状
況
を
世
帯
面
か
ら
総
合
的
に
把

握
し
、
今
後
の
厚
生
労
働
行
政
に
役

立
て
る
た
め
に
「
国
民
生
活
基
礎
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
次
の
調
査
地
区
に
4
月
中
旬
頃
か

ら
「
調
査
員
証
」
を
携
行
し
た
統
計

調
査
員
が
訪
問
し
、
調
査
票
の
配
布

と
回
収
を
行
う
の
で
、
調
査
の
趣
旨

を
理
解
の
上
で
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
調
査
内
容
は
、
法
律
に
よ
り
統
計

以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

調
査
地
区
　
堀
込
2
丁
目
の
一
部

調
査
基
準
日
　
世
帯
票
お
よ
び
健
康

票
　
6
月
2
日
㈭
、
所
得
票
お
よ
び

貯
蓄
票

　
7
月
14
日
㈭

問
　
世
帯
票
お
よ
び
健
康
票

　
印
旛

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
課
　

☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3
4
、

所
得
票
お
よ
び
貯
蓄
票
　
市
社
会
福

祉
課
厚
生
班

　
☎
（
4
9
7
）
3
4

8
2

○
故
菅
澤
運
作
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
車
い
す

　
10
台

　
い
た
だ
い
た
車
い
す
は
、
市
の
社

会
福
祉
事
業
の
推
進
に
役
立
て
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

理
師
試
験
願
書
受
け
付
け
の
際
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
7
月
1
日
㈮
　
午
前
9
時
〜

午
後
5
時
30
分

場
所

　
佐
倉
市
中
央
公
民
館

申
・
問

　
印
旛
保
健
所
管
内
調
理
師

会
　
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3

4
へ

「
白
井
脳
い
き
い
き
教

室
」
参
加
者
募
集

　
簡
単
な
「
読
み
・
書
き
・
計
算
」

で
脳
を
活
性
化
さ
せ
、
認
知
症
に
な

る
こ
と
を
予
防
し
ま
す
。

　
毎
週
1
回
の
教
室
と
、
教
材
に
よ

る
毎
日
の
自
宅
学
習
を
行
っ
て
い
き

　「80歳になっても自分の歯を20本以上保ちましょう」をテーマに、歯の健
康づくりに関する「8020（ハチマルニイマル）運動」
が全国で展開されています。
　市では正しい歯科疾患の予防に関する標語と「よ
い歯のコンクール」の参加者を募集します。

　市内在住・在勤・在学者で、口
こうくう

腔全体の健康を
取り上げ、かつ成長期だけでなく生涯にわたって
のスローガンとなるようなものを、任意用紙かはがき（1枚に付き1つ）に記
入して提出してください。

対象　次のいずれかに該当する人
●市内在住で自分の歯（かぶせた歯やさし歯も可）が20本以上ある80歳以上
の人
●市内在住で平成27年度中に3歳児健康診査を受け、次の①から③までの全
てに該当する子とその保護者
①むし歯がなく、歯並び・かみ合わせが良い子とその保護者
②歯の治療経験がない子
③歯肉の状態が良い保護者
■申・■問　標語は28日㈭までに郵送（消印有効）か直接、よい歯のコンクール
は22日㈮までに電話か直接健康課保健予防班　☎（497）3495へ

正しい歯科疾患の予防に関する標語の募集
とよい歯のコンクールの参加者を募集

よい歯のコンクールの募集

補助対象設備・補助金額一覧
補助対象設備
の種類 補助対象設備の要件 補助金額

住宅用太陽光発電
システム

太陽電池を利用して電気を発生させるための設備で設置された住宅におい
て電気が消費され、連系された低圧配電線に余剰の電気が売電されるもの
※増設の場合を含め、太陽電池の公称最大出力が10㌗未満であること。

1㌗当たり2万円
3.5㌗上限7万円

家庭用燃料電池シ
ステム（エネファー
ム）

都市ガス、LPガスなどから燃料となる水素を取り出して、空気中の酸素と
反応させて発電し、発電時の排熱を給湯などに利用できるもの 上限10万円

定置用リチウムイ
オン蓄電システム

リチウムイオン蓄電池部およびインバータなどの電力変換装置を備え、再
生可能エネルギーにより発電した電力または夜間電力などを繰り返し蓄え、停
電時や電力需要ピーク時など必要に応じて電気を活用することができるもの

上限10万円

エネルギー管理シ
ステム

家庭での電力使用量などを自動で実測し、エネルギーの「見える化」を図
るとともに、機器の電力使用量などを調整する制御機能を有するもの 上限1万円

電気自動車充給電
設備

電気自動車などへの充電および電気自動車などから分電盤を通じた住宅へ
の電力の供給が可能なもの 上限5万円

太陽熱利用システム 集熱器により太陽の熱エネルギーを集めて給湯や空調に利用するシステム 上限5万円

※上記の要件は主なもののみです。平成28年度予算総額は8,169千円で予算がなくなり次第終了となります。
　詳細は市ホームページをご覧ください。

5
月
11
日
㈬
か
ら

「
住
宅
用
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
等
設
置
費
補
助
金
」

の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
と

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
資
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
促
進
を
図
る
た
め
、

住
宅
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
な
ど
を
設

置
し
た
人
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

補
助
対
象
設
備
・
補
助
金
額

　
左
表

と
お
り

※
従
来
の
太
陽
光
発
電
お
よ
び
高
効

率
給
湯
器
に
係
る
補
助
金
交
付
申
請

書
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
申
請
書
（
環
境
課
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類
を
添
え

て
5
月
11
日
㈬
か
ら
直
接
環
境
課
環

境
保
全
・
放
射
線
対
策
班

　
内
線

3
2
7
3
へ

行
政
改
革
実
施
計
画

（
第
3
次
改
定
版
）
を

策
定

　
市
で
は
現
在
、
将
来
を
見
据
え
た

持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る

基
本
方
針
の
「
行
政
経
営
指
針
」
と

公
共
施
設
等
の
総
合
的
か
つ
計
画
的

な
管
理
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
計

画
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
と
整
合
性
を
図
る
た
め
、

行
政
改
革
実
施
計
画
（
第
2
次
改
定

版
）
を
2
年
間
延
長
し
、
新
た
な
取

り
組
み
を
加
え
た
平
成
29
年
度
ま
で

を
計
画
期
間
と
す
る
行
政
改
革
実
施

計
画
（
第
3
次
改
定
版
）
を
策
定
し

ま
し
た
。

◆
新
た
な
取
り
組
み
に
よ
る
効
果

　
改
定
に
伴
い
、
次
の
4
項
目
約
5
、

9
4
6
万
円
を
追
加
し
、
全
部
で
35

項
目
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
委
託

②
保
育
所
保
育
料
の
見
直
し

③
市
循
環
バ
ス
ナ
ッ
シ
ー
号
の
有
料

広
告
の
導
入

④
広
報
し
ろ
い
へ
の
有
料
広
告
の
導
入

◆
改
定
後
の
効
果

　
改
定
後
の
8
年
間
（
平
成
22
年
度

〜
29
年
度
）
の
行
政
改
革
効
果
の
目

標
額
は
、
約
13
億
9
8
8
万
円
を
見

込
ん
で
お
り
、改
定
前
の
6
年
間（
平

成
22
年
度
〜
27
年
度
）
の
計
画
に
比

べ
て
約
3
億
5
、6
8
2
万
円
の
増

額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

※
行
政
改
革
実
施
計
画
は
市
役
所
1

階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
　
行
政
経
営
改
革
課
行
政
経
営
改

革
班

　
内
線
3
4
4
1

ま
す
。

　
参
加
者
同
士
の
交
流
も
あ
り
、
楽

し
く
継
続
で
き
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
生
き
生
き
と

し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
機

会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

　
5
月
11
日
㈬
か
ら
9
月
28
日

㈬
ま
で
の
原
則
毎
週
水
曜
日
（
全
20

回
）

時
間
　
午
後
3
時
〜
3
時
30
分

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で
教

室
に
初
め
て
参
加
す
る
人

　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
無
料

※
4
月
27
日
㈬
の
午
後
3
時
か
ら
体

験
学
習
会
を
行
い
ま
す
の
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
4
月
26
日
㈫
ま
で
に
電
話

で
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

　

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4
へ

読み・書き・計算をする参加者の皆さん

標語の募集



教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　
白
井
市
民
大
学
校
で
は
「
健
康
生

活
学
部
」「
シ
ニ
ア
学
部
」「
し
ろ
い

発
見
学
部
」
の
3
つ
の
学
部
を
設
け
、

学
部
ご
と
に
特
色
あ
る
講
座
を
実
施

し
、
健
康
的
な
生
活
の
実
践
や
主
体

的
な
学
習
、
仲
間
づ
く
り
、
地
域
の

魅
力
発
見
、
地
域
活
動
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
入
学
生
の
多
く
は
シ
ニ
ア
世
代
で

積
極
的
に
学
び
、
楽
し
く
交
流
し
、

た
く
さ
ん
の
友
達
を
つ
く
り
、
卒
業

後
は
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
い
、
生
き
が
い
の

あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
入
学
を
希
望
す
る
人
は
入
学
資
格

や
実
施
日
時
、
講
座
内
容
な
ど
の
詳

細
を
入
学
案
内
で
必
ず
確
認
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
入
学
案
内
は
生
涯
学
習
課
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
各
セ
ン

タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
北
総
鉄

道
白
井
駅
お
よ
び
西
白
井
駅
に
あ
り

ま
す
。

受
講
料

　
各
学
部
3
、
0
0
0
円

（
保
険
代
、
材
料
費
な
ど
の
実
費
負

担
分
の
一
部
を
含
む
）

申
・
問

　
入
学
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
5
月
13
日
㈮
（
必
着
）
ま
で

に
郵
送
か
E
メ
ー
ル
、
直
接
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
〜

3
・

 sy
o
u
g
ai-g
ak
u
sy
u
u
@

city
.sh
iro
i.ch
ib
a.jp

へ

入
学
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す

　
白
井
市
民
大
学
校
に
つ
い
て
初
め

て
知
っ
た
人
や
、
ど
の
コ
ー
ス
を
選

ん
だ
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
人
、
コ

ー
ス
の
特
色
を
詳
し
く
知
り
た
い
人

な
ど
、
白
井
市
民
大
学
校
の
入
学
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
電
話
や
直
接
受
け
付
け
ま
す
の
で

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
1
〜
3

平成28年度白井市民大学校受講生募集要項（抜粋）
募集
コース

健康生活学部
（12期生）

シニア学部
（12期生）

しろい発見学部
（7期生）

目標

「健康」をキーワードに体
や心、地域の幅広い視点か
らさまざまなテーマで学習
し、健康的な生活や健康づ
くり活動の実践を目指しま
す。

高齢期を豊かに生きるため
の班単位での学習を通じて、
友人や生きがいをつくると
ともに生涯にわたる自主的
な学習の実践を目指します。

地域をテーマに見て、聞い
て、歩いて学習し、しろい
の魅力を発見するとともに
地域への愛着と生きがいの
ある生活の実践を目指しま
す。

対象

市内在住・在勤の40歳以上
30人

市内在住･在勤の60歳以上
30人

市内在住･在勤の40歳以上
25人

おおむね80㌫以上の講座を受講でき、学習成果を地域生活で実践し積極的に生かす意欲
があり、健康に支障のない人
※応募者多数の場合は、過去の受講歴を考慮した上で公開抽選会により決定します。
【注意事項】
●学部を問わず、過去3回以上市民大学校に入学した人は申し込みできません
●過去に受講した学部の再入学はできません
●年齢は平成28年4月1日現在となります

修業年限 1年（月2日程度） 2年（月2日程度） 1年（月2日程度）

グループワークで楽しい交流を

●健康生活学部代表　嶋田昇二さん
市民大学の参加は初めての経験でしたが、時
間や年齢を忘れて、打ち込むことができました。
●シニア学部代表　斎藤裕子さん
班のメンバーとの信頼関係が深まり、たくさ
んの「生きる力」をもらいました。
●しろい発見学部代表　上西宏樹さん
少人数で主体的に白井を深く知ることができ、
メンバーとの交流を深めることもできました。

市民大学校卒業生の声

白
井
市
民
大
学
校
新
入
学
生
を
募
集

楽
し
く
通
え
る
つ
ど
い
の
場
！

　
仲
間
と
一
緒
に
地
域
へ
ジ
ャ
ン
プ
！

問
　
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
　
田
上

☎
（
4
9
1
）
2
2
5
3
、
生
涯
学

習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3
4

3
5

市民ゴルフ大会申し込み先
氏名・名称 住所・所在地 電話番号

木下智義 桜台2－6－2－705 （497）2632
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1－5－9－401 （491）3900
千秋繁 南山3－6－6 （491）5695
山田政男 河原子357－1 （491）0349
富澤ハウジング 根1826－31 （491）0026
ウエストグリー
ンテニスクラブ 根1071－2 （491）8904

宇田川清次 根1918－11 （491）6160
千葉光商事 根1777－1 （491）5111
阪東修 けやき台1－2－1－1012 090（9851）7314
谷口八郎 けやき台2－6－4－103（491）3404
平井勲 清水口1－5－2－502 （491）1482
宮崎信行 清水口2－1－12－702 （491）2451
田辺裕 清水口3－28－7 （491）3476
林國三 七次台3－41－5 （492）5686
内田弘 大山口2－4－4－107 （491）2802
下山輝美 西白井1―15―6 （491）1101
橋本力 冨士198－38 （445）2110
田上聖視 大松1－2－23 （491）2253
市生涯学習課スポーツ振興班 （492）1111

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
新
緑
の
中
で
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
程

　
5
月
24
日
㈫

場
所

　
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
2
0

0
人
（
申
し
込
み
順
）

競
技
方
法

　
新
ペ
リ
ア
方
式

参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
賞
品
代
・

パ
ー
テ
ィ
ー
費
）

プ
レ
ー
費

　
1
4
、  

5
0
0
円
（
キ

ャ
デ
ィ
ー
付
き
、
昼
食
費
含
む
）

申
　
申
込
書
（
下
表
の
申
し
込
み
先

ま
た
は
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
4
月
30

日
㈯
ま
で
に
直
接
申
し
込
み
先
へ

　文化財を現在に生かしながら未来に伝えるため、市では指定文化財を指定し
保護・活用をしています。3月23日付けで下記の2件を新たに指定しました。
■問　文化課文化班　☎（492）1123

鷲神社の三猿庚申塔（有形民俗文化財）
　この庚申塔は寛文10（1670）年11月に
造立された市内の庚申塔の中でも最古のも
のであり、また民間信仰に基づく石造物の
中でも市内最古級のもので、人々の生活の
推移を理解する上で重要なものです。

平塚鳥見神社本殿
（有形文化財・建造物）

　この本殿は天保5（1834）年に
建立された市内の江戸時代後末期
の神社本殿の中でも規模の大きな
もので、棟札や古文書から建立時
の過程を追うことのできる市の歴
史上価値の高いものです。

「
白
井
市
教
育
大
綱

（
案
）」
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
募
集

　
市
で
は「
白
井
市
教
育
大
綱（
案
）」

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
公
募

し
ま
す
。
い
た
だ
い
た
意
見
は
策
定

に
あ
た
っ
て
の
参
考
と
し
、
検
討
結

果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表

し
ま
す
。

※
い
た
だ
い
た
意
見
へ
の
個
別
回
答

は
行
い
ま
せ
ん
。

閲
覧
場
所

　
教
育
総
務
課
、
市
役
所

1
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書
館
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
や
団
体

申
・
問

　
所
定
の
用
紙
（
閲
覧
場
所

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
5
月
2
日
㈪
ま
で
に
図
書
館

や
各
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
あ
る
意

見
回
収
箱
に
投
函
か
郵
送
（
必
着
）、

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
ま
た
は
直
接
教

育
総
務
課
総
務
班

　
内
線
3
4
1
2
・

k
y
o
u
ik
u
-so
u
m
u
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

市指定文化財を指定しました

鷲
神
社
の
三

さ
ん
ざ
る
こ
う
し
ん
と
う

猿
庚
申
塔

　
中
国
の
道
教
に
起
源
を
持
つ

「
三さ
ん
し尸
説
」
で
は
、
60
日
に
一
度

巡
っ
て
く
る
庚
申
の
日
に
眠
る
と

人
間
の
体
内
に
す
む
三
尸
の
虫
が

抜
け
出
し
て
天
帝
に
そ
の
人
が
犯

し
た
罪
を
告
げ
、
そ
れ
を
聞
い
た

天
帝
が
人
の
寿
命
を
縮
め
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
人
々
は

庚
申
の
夜
は
身
を
謹
ん
で
眠
ら
ず

に
健
康
長
寿
を
祈
願
し
て
過
ご
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
「
守

し
ゅ
こ
う
し
ん

庚
申
」
や

「
庚

こ
う
し
ん
ま
ち

申
待
」
と
い
い
ま
す
。
守
庚

申
は
江
戸
時
代
に
な
る
と
庶
民
の

間
で
流
行
し
、
男
性
が
信
仰
す
る

庚
申
講
と
い
う
集
団
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
庚
申
塔
は
守
庚
申
を
一
定
の
回

数
行
っ
た
記
念
に
建
て
た
石
塔
で
、

教
育
委
員
会
が
行
っ
た
石
造
物
調

査
で
は
、
市
域
に
2
7
2
基
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
が
最
も
多

く
、
路
傍
に
も
建
っ
て
い
ま
す
の

で
見
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
昭
和
の
造
立
例

や
現
在
も
庚
申
講
が
行
わ
れ
る
地

区
が
あ
る
な
ど
、
長
期
間
続
い
て

い
る
信
仰
で
も
あ
り
ま
す
。
庚
申

塔
は
「
庚
申
塔
」
と
い
う
文
字
が

彫
ら
れ
て
い
る
も
の
を
は
じ
め
、

庚
申
信
仰
の
主
尊
で
あ
る
青

し
ょ
う
め
ん面金

剛
像
や
そ
の
使
い
の
三
猿
が
浮
き

彫
り
さ
れ
て
い
る
も
の
、
さ
ら
に

は
「
帝
釈
天
」
や
「
猿さ

る
た田
彦ひ
こ
の
み
こ
と
命
」

と
い
う
文
字
を
刻
む
も
の
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
鷲
神
社
の
三
猿
庚
申
塔
は
、
木

地
区
の
鷲
神
社
境
内
に
あ
り
ま
す
。

寛
文
10
（
1
6
7
0
）
年
11
月
に

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
谷
田
地
区

に
あ
る
同
じ
年
に
建
て
ら
れ
た
庚

申
塔
と
共
に
、
市
内
最
古
の
庚
申

塔
の
一
つ
で
す
。

　
石
塔
は
本
体
と
台
石
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
本
体
は
正
面
が
平

ら
で
背
面
が
船
底
形
と
な
る
板い
た
び碑

型
で
、
石
材
は
安

あ
ん
ざ
ん
が
ん

山
岩
で
す
。
上

部
か
ら
中
部
に
は
造
立
目
的
や
造

立
日
、
造
立
に
携
わ
っ
た
所
沢
村

と
野
口
村
の
人
々
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
造
立
目
的
は
文
字
の
一
部
に
解

読
不
能
な
箇
所
が
あ
り
ま
す
が
、

他
の
庚
申
塔
の
類
例
か
ら
守
庚
申

の
祈
願
ま
た
は
供
養
の
成
就
記
念

に
建
て
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
下

部
に
は
三
猿
（
右
か
ら
「
見
ざ
る
」

「
聞
か
ざ
る
」「
言
わ
ざ
る
」）
が

浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

が
「
三
猿
庚
申
塔
」
の
名
の
由
来

で
す
。
な
お
、
造
立
者
の
名
前
は

台
石
に
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
庚
申
塔
は
、
市
域
で
広
く

浸
透
し
た
庚
申
信
仰
の
初
期
形
態

を
表
す
資
料
と
し
て
、
ま
た
、
民

間
信
仰
に
基
づ
く
石
造
物
の
中
で

は
延
命
寺
の
十
九
夜
塔
（
市
指
定

文
化
財
・
寛
文
10
年
8
月
造
立
）

に
次
ぐ
古
さ
を
持
つ
最
古
級
の
も

の
と
し
て
重
要
な
資
料
で
す
。

※
三
猿
庚
申
塔
の
写
真
は
、
上
の

「
市
指
定
文
化
財
を
指
定
し
ま
し

た
」
の
記
事
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

※
今
年
度
よ
り「
歴
史
の
し
ず
く
」

は
偶
数
月
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。
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セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

趣
味
・
教
養
・
学
習

公  

飾
り
太
巻
き
寿
司
作
り

　
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
最
適
な
「
飾
り

太
巻
き
寿
司
」
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
28
日
㈭
　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
き
ら
梨り

　
中
村
喜
代
子
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
、
持
ち
帰
り

用
の
容
器

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
予
約
の
上
、
23
日
㈯
ま
で

に
参
加
費
持
参
で
直
接
公
民
セ
ン
タ

ー
へボ   

初
級
点
字
講
座

　
視
覚
障
害
者
の
情
報
収
集
手
段
の

ひ
と
つ
で
あ
る
点
字
の
基
礎
知
識
と

実
技
を
学
び
ま
す
。

　
講
座
終
了
後
は
「
点
字
サ
ー
ク
ル

あ
や
の
会
」
の
活
動
に
参
加
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
6
日
・
13
日
・
20
日
・

27
日
、
6
月
3
日
（
各
金
曜
日
・
全

5
回
）　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
4
月
28
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

福   

コ
ッ
コ
広
場

　
地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
コ
ッ
コ
広
場
・
サ
タ
デ
ー
】

　
有
機
野
菜
と
ス
コ
ー
ン
販
売
、
キ

ッ
ズ
ネ
イ
ル
と
お
試
し
ネ
イ
ル
体
験

（
2
0
0
円
〜
）
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
5
月
14
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

午
後
2
時

【
コ
ッ
コ
広
場
・
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
】

日
時
・
内
容
・
定
員
　
5
月
20
日
㈮

①
午
前
10
時
〜
正
午
・
パ
ス
テ
ル
シ

ャ
イ
ン
ア
ー
ト
体
験
・
10
人
　
②
正

午
〜
午
後
2
時
・
ワ
ン
デ
ー
シ
ェ
フ

ラ
ン
チ
（
手
打
ち
そ
ば
）・
20
人
（
申

し
込
み
順
）

参
加
費
　
①
1
5
0
円
　
②
5
0
0

円
（
材
料
費
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

西  

ゲ
ー
ム
で
笑
っ
て
！

認
知
症
予
防

　
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、

み
ん
な
で
楽
し
く
笑
っ
て
脳
を
活
性

化
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
5
月
18
日
㈬
か
ら
平
成
29
年

3
月
ま
で
の
毎
月
第
3
水
曜
日
（
全

11
回
）　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
全
日
程
参
加
で
き
る
人
　
20

人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
資
料
代

ほ
か
）

申
　
5
月
1
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

ボ   

初
級
音
声
訳
講
習
会

　
視
覚
障
害
者
支
援
の
一
環
と
し
て
、

音
声
訳
の
基
礎
知
識
と
技
術
を
学
び
、

視
覚
障
害
者
か
ら
音
声
訳
の
大
切
さ

な
ど
の
話
を
聞
け
ま
す
。

　
講
習
会
終
了
後
は
広
報
紙
な
ど
の

音
声
訳
を
行
っ
て
い
る
「
白
井
市
音

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
や
ま
び
こ
」
の

活
動
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
18
日
・
25
日
、
6
月
1

日
・
8
日
・
15
日
・
22
日
（
各
水
曜
日
・

全
6
回
）　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

30
分

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

西  

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
者
募
集

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
で

音
楽
や
踊
り
な
ど
の
発
表
を
行
う
団

体
を
募
集
し
ま
す
。

日
時

　
5
月
21
日
㈯
か
ら
平
成
29
年

3
月
ま
で
の
毎
月
第
3
土
曜
日
　
午

後
2
時
〜
3
時

※
ど
の
月
に
発
表
を
行
う
か
は
相
談

の
上
、
決
定
し
ま
す
。

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

団
体
か
個
人
　
11
組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福   「
福
祉
ま
つ
り
」
実

行
委
員
募
集

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
で「
福
祉
ま
つ
り
」

を
10
月
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立
案
と
運

営
を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
青
少
年
女

性
セ
ン
タ
ー
の
利
用
団
体
か
福
祉
に

関
心
の
あ
る
団
体
・
個
人

※
実
行
委
員
会
は
3
回
程
度
行
い
ま

す
。

申
　
5
月
9
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

　「今井の桜保全プロジェクト」の一環と
して、市の桜の名所「今井の桜」を題材
にした作品展を開催します。さまざまな
桜の風景や「クスッ」と笑える川柳に触
れて、季節を感じてみませんか。
展示期間　5月1日㈰の午前9時から30日
㈪の午後4時まで（休館日を除く）

子

育

て

西  

キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ
・
発
達
と
こ
と
ば

の
相
談
会

　
子
ど
も
の
発
達
や
言
葉
に
つ
い
て

専
門
の
言
語
聴
覚
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時

　
4
月
27
日
、
5
月
25
日
、
6

月
22
日
、
7
月
27
日
（
各
水
曜
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
1
時

対
象

　
0
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
と

そ
の
保
護
者
　
各
4
組
（
申
し
込
み

順
）

申
　
各
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
電
話

か
直
接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

公 

ら
っ
こ
さ
ん

　
親
子
で
一
緒
に
か
ぶ
と
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

日
時

　
25
日
㈪

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象

　
平
成
27
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
28
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
22
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

白  

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
エ
ア
ロ

　
日
々
の
子
育
て
や
家
事
に
忙
し
い

皆
さ
ん
、
体
を
動
か
し
て
心
も
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

　
親
子
同
室
で
、
子
ど
も
と
一
緒
に

参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
9
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
45
分

対
象
　
18
歳
ま
で
の
子
が
い
る
保
護

者
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー

　
沖
本
真
季
さ
ん

持
ち
物

　
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
動
き
や
す
い
服
装
（
ジ
ー
ン
ズ
不

可
）
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

桜   

赤
ち
ゃ
ん
広
場
「
い

ち
ご
ぐ
み
」

　
0
歳
児
の
親
子
が
集
ま
り
友
達
と

一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
子
育
て
の
情
報

交
換
を
す
る
登
録
制
（
5
〜
10
月
）

の
広
場
で
す
。

日
時
　
5
月
12
日
㈭
か
ら
原
則
毎
月

第
2
木
曜
日
（
8
月
を
除
く
全
5
回
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
平
成
27
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
28
年
4
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
保
護
者

　
15

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
7
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

パステルシャインアート

日
（
祝
休
日
、
長
期
休
業
中
を
除
く
）

※
雨
天
時
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
不
良
な
ど
に
よ
り
、
中
止
・

中
断
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

時
間
　
夏
季
　
午
後
3
時
〜
5
時

冬
季
　
午
後
3
時
〜
4
時

対
象
　
白
井
第
三
小
学
校
、
大
山
口

小
学
校
、
清
水
口
小
学
校
、
七
次
台

小
学
校
の
児
童

※
低
学
年
の
児
童
が
利
用
す
る
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
保
護
者
が
同
伴
し

て
く
だ
さ
い
。
危
険
な
行
為
が
あ
る

場
合
は
係
員
が
指
導
を
行
い
ま
す
。

公
園
内
で
発
生
し
た
事
故
な
ど
は
、

市
で
加
入
し
て
い
る
保
険
の
範
囲
内

で
補
償
し
ま
す
。

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班
　
内

線
3
4
3
3

放
課
後
に
中
木
戸
公
園

競
技
広
場
を
児
童
へ
開

放
し
ま
す

　
市
で
は
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち

の
居
場
所
を
確
保
す
る
「
放
課
後
子

ど
も
教
室
事
業
」
に
よ
り
、
中
木
戸

公
園
競
技
広
場
の
開
放
を
行
い
ま
す
。

　
開
放
中
は
ボ
ー
ル
遊
び
や
か
け
っ

こ
な
ど
、
自
由
に
元
気
い
っ
ぱ
い
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
催
日

　
18
日
㈪
以
降
の
毎
週
月
曜

平
成
29
年
成
人
式
の
実

行
委
員
を
募
集

　
市
で
は
、
新
成
人
へ
の
祝
福
と
社

会
人
と
し
て
の
自
覚
、
誇
り
を
促
す

機
会
と
し
て
、
毎
年
成
人
式
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
1
月
に
成
人
式
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
式
の
企
画
運
営
を

行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
　

　
今
年
の
成
人
式
で
は
19
人
の
実
行

委
員
が
「
感
謝
〜
激
動
の
時
代
に
生

ま
れ
て
〜
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
の

も
と
、
式
の
企
画
運
営
を
行
い
ま
し

た
。
成
人
の
晴
れ
の
日
を
自
分
た
ち

の
手
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
象

　
平
成
8
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
成
人
式

の
企
画
運
営
に
興
味
の
あ
る
人

申
・
問

　
住
所
、
氏
名
、
出
身
中
学

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

校
を
電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯

学
習
課
社
会
教
育
班

　
内
線
3
4
3

3
・

 sy
ou
g
ai-g
ak
u
sy
u
u

@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
場
合
は
、

件
名
に
「
成
人
式
実
行
委
員
希
望
」

と
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
5
月
10
日
㈫
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
5
月
25
日
㈬
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間
　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
で
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数

　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料

　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
2
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp
へ

第24回白井市青少年海外派遣参加者募集
　市では青少年の国際理解を深め国際的視野を広めるために、毎年中学生をオーストラ
リアの友好都市キャンパスピ市とブリンバンク市の学校へ派遣しており、今年で24年目
を迎えます。
　派遣先の学校が立てた計画に沿って授業や校外学習へ
参加し、ホストファミリーの家庭へホームステイを行い
ますので、国際交流に関心のある私立中学校などへ通っ
ている中学生の参加者を募集します。
※国際情勢などの影響で予定が変更になる場合もありま
す。
日程　8月17日㈬～ 27日㈯（10泊11日）
対象　市内在住の私立中学校に通う中学2・3年生　2人
（作文および面接などにより選考）
※市立中学校に通う生徒の参加者は、各中学校を通じて募集します。
費用　約19万円（個人負担約15万円、補助金4万円）
■申・■問　5月6日㈮までに所定の用紙（市または市教育センター室のホームページにあ
ります）に必要事項を記入の上、直接教育センター室　内線3471へ

かけがえのない体験を楽しもう♪

広い公園で楽しく遊ぼう

すてきな作品を見にきてね！

コ「今井の桜」写真・
川柳作品展

平成28年成人式実行委員の皆さん
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子

ど

も

駅  
ジ
ョ
イ
キ
ッ
ズ

　
み
ん
な
で
楽
し
く
小
物
作
り
を
す

る
年
間
登
録
制
の
ク
ラ
ブ
で
す
。
自

分
た
ち
で
作
っ
た
作
品
を
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
販
売
し
、
ブ
ル

キ
ナ
フ
ァ
ソ
へ
の
寄
付
も
行
い
ま
す
。

日
程
・
内
容

　
左
表
の
と
お
り

時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
以
上
　
15
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

高

齢

者

シ   

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福   

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
吹
き

矢
講
座

　
ス
ポ
ー
ツ
の
一
環
と
し
て
、
吹
き

矢
を
行
い
な
が
ら
体
力
作
り
を
し
ま

せ
ん
か
。
使
用
す
る
吹
き
矢
も
自
分

で
作
り
ま
す
。

日
時

　
5
月
11
日
・
18
日
・
25
日
、

6
月
8
日
・
15
日
（
各
水
曜
日
・
全

5
回
）　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
20

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師

　
千
葉
県
社
会
体
育
公
認
指
導

員
　
鶴
岡
忠
幸
さ
ん

持
ち
物
　
運
動
靴
、
1
・
2
回
目
の

み
は
さ
み

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
27
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福   

布
ぞ
う
り
作
り
講
習

　
カ
ラ
フ
ル
な
布
で
、
履
き
心
地
の

良
い「
布
ぞ
う
り
」を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
5
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、

6
月
2
日
（
各
木
曜
日
・
全
4
回
）

午
後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
10

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
1
㍍
×
2
㍍
の
布
、
物
差
し

参
加
費

　
1
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
4
月
27
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

西   キッズクラブ
　友達と一緒に体験を通して、さまざまなことを学ぼう。
日程・内容　下表のとおり（全8回）
時間　午前10時～正午
対象　小学生　15人（申し込み順）
参加費　1,500円（材料費）
■申　4月30日㈯までに電話か直接西白井複合センターへ
日程 内容

5月15日㈰ はじめましての会～レクゲームを楽しもう！～
6月19日㈰ 和菓子作り体験＆おはなし会
7月17日㈰ オリジナル傘を作ろう＆シャボン玉遊び
9月18日㈰ 「ともしびの夕べ」制作＆プラ板でキーホルダー作り
10月16日㈰ スモーク（薫製）作りに挑戦！
11月20日㈰ センターまつり準備＆2017年カレンダーを作ろう
12月3日㈯ センターまつり盛り上げ隊！（センターまつり参加）
12月18日㈰ クリスマス制作＆お別れ会

イ

ベ

ン

ト

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜 桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福 福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シ シルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボ ボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
「
白
井
俳
句
会
」
会
員
募
集

　
俳
句
は
日
本
人
の
心
で
す
。
世
界

で
一
番
短
い
詩
の
俳
句
を
一
緒
に
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
2
金
曜
日
　
午
後
1

時
〜
4
時

　
場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー

講
師

　
俳
人
協
会

　
吉
川
禮
子
理
事

月
会
費

　
2
、
0
0
0
円

問
　
柳
沢
☎
（
4
4
4
）
7
0
9
3

◆
「
白
井
ペ
ン
習
字
」
会
員
募
集

　
美
し
い
文
字
を
「
筆
ペ
ン
」「
つ

け
ペ
ン
」「
ボ
ー
ル
ペ
ン
」
三
種
の

技
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
見
学
も
歓

迎
し
ま
す
。

日
時

　
毎
月
第
2
・
4
水
曜
日

　
午
前

11
時
〜
午
後
1
時

　
場
所

　
西
白
井
複

合
セ
ン
タ
ー
　
入
会
金
　
1
、
0
0
0

円
　
月
会
費
　
2
、
5
0
0
円

問
　
遠
藤
☎
（
4
9
1
）
3
7
8
4

◆
演
劇
出
演
者
エ
キ
ス
ト
ラ
募
集

　
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
原
作
「
ジ
ュ
リ

ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
」
を
大
舞
台
で
演

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
16
日
㈯
か
ら
月
2
回

　
午
前

10
時
〜
正
午

　
場
所

　
冨
士
セ
ン
タ

ー
　
月
会
費
　
9
0
0
円
（
施
設
使

用
料
ほ
か
、
中
学
生
以
下
無
料
）

問
　
英
劇

　
中
村
☎
（
4
4
3
）
8

6
4
5

◆
無
料
な
ん
で
も
労
働
相
談

　
雇
用
契
約
、
解
雇
、
給
与
、
残
業

未
払
い
、
労
働
時
間
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
の
労
働
問
題
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
秘

密
厳
守
の
上
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

時
間
　
平
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
5
時

　
相
談
電
話
番
号

　
0
1
2

0
（
1
5
4
）
0
5
2

※
毎
月
第
4
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

に
連
合
千
葉
東
葛
地
域
協
議
会
（
柏

市
）
で
労
働
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
千
葉

県
連
合
会
☎
0
4
3
（
2
0
1
）
2

0
2
2

◆
白
鳥
の
写
真
展

　
毎
年
11
月
中
旬
か
ら
3
月
中
旬
頃

ま
で
越
冬
の
た
め
、
遠
い
北
の
国
か

ら
清
水
口
調
整
池
に
飛
来
す
る
白
鳥

と
池
で
遊
ぶ
鳥
た
ち
の
写
真
展
（
A

4
約
1
0
0
枚
）
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
4
月
19
日
㈫
〜
5
月
1
日
㈰

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

※
月
曜
休
館
で
初
日
は
午
後
1
時
か

ら
、
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
で
す
。

場
所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
武
石
☎
（
4
9
1
）
8
3
7
7

◆
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト
体
験

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
香
る
手
作
り
ア
ロ
マ

オ
イ
ル
で
セ
ル
フ
ハ
ン
ド
ト
リ
ー
ト

メ
ン
ト
を
し
な
が
ら
、
癒
や
し
の
時

間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
21
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午
　
場
所
　
桜
台
セ
ン
タ
ー
　
対

象
　
一
般

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
5
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
電
話
で
ア
ロ
マ
サ
ー
ク
ル

C
h
ou
C
h
ou

（
シ
ュ
シ
ュ
） 

根
村

☎
0
9
0
（
4
1
8
6
）
7
7
2
9
へ

◆
S
I
N
C
S
「
歌
い
ま
唱

し
ょ
う
か歌

♪
」

　
日
本
人
の
心
の
原
風
景
で
あ
る
唱

歌
な
ど
、
懐
か
し
く
美
し
い
日
本
の

歌
の
数
々
を
市
内
の
女
声
合
唱
団
有

志
と
一
緒
に
歌
っ
て
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。
申
し
込

み
不
要
で
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
4
月
22
日
㈮
、
5
月
27
日
㈮
、

6
月
17
日
㈮

　
午
後
2
時
〜
3
時
30

分
　
場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

参
加
費
　
無
料

問
　
S
I
N
C
S
白
井
自
然
と
芸
術

文
化
の
会

　
平
田
☎
0
8
0
（
4
7

2
7
）
8
7
1
8

◆
白
井
の
里
山
（
平
塚
）
で
竹
炭
・

花
炭
を
焼
こ
う

　
平
塚
の
谷
津
田
の
自
然
に
親
し
み
、

竹
や
松
ぼ
っ
く
り
な
ど
を
炭
窯
や
か

ま
ど
で
焼
い
て
花
炭
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
23
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

　
集
合
場
所

　
し
ろ
い
環
境
塾

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
平
塚
）　
対
象

一
般
　
5
人
（
申
し
込
み
順
）　
持

ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物
、
帽
子
、
長

靴
、
タ
オ
ル
、
軍
手
　
参
加
費
　
3

0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

申
・
問

　
電
話
で
N
P
O
法
人
し
ろ

い
環
境
塾
事
務
所
☎
（
4
0
4
）
3

2
9
8
（
月
・
水
・
土
曜
日
の
午
前

10
時
〜
午
後
3
時
）
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
①
4
月
23
日
㈯
・
千

葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
5
月
14
日
㈯
・
柏
市
保
健
勤
労
会

館
　
時
間

　
午
後
1
時
〜
4
時

　
対

象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会

①
里
山
の
保
全
活
動

　
里
山
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に

草
刈
り
や
枝
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
24
日
㈰

　
午
前
9
時
〜
11
時

（
雨
天
中
止
）

②
春
の
野
の
花
の
観
察
会

　
野
の
花
を
観
察
し
な
が
ら
、
春
の

里
山
を
歩
き
ま
す
。

日
時

　
29
日
㈷

　
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
45
分
（
雨
天
中
止
）

【
共
通
】　

集
合
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
2
駐

車
場
（
清
戸
）　
対
象

　
市
民

　
各

20
人
（
申
し
込
み
順
）　
持
ち
物

　

飲
み
物
、
帽
子
　
参
加
費
　
1
0
0

円
（
保
険
代
、
中
学
生
以
下
は
無
料
）

※
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
履
き
な
れ
た

運
動
靴
で
参
加
し
、
小
学
生
以
下
は

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
①
は
20
日
㈬
、
②
は
25
日

㈪
ま
で
に
電
話
か
メ
ー
ル
で
齋
藤
☎

（
4
9
1
）
8
3
5
7
・ y

m
h
a

rappa@
y
ah
oo.co.jp

へ

◆
健
康
体
操
無
料
体
験

　
補
助
道
具
を
使
い
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
25
日
㈪

　
午
後
0
時
15
分
〜

1
時
45
分

　
場
所

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
対
象

　
お
お
む
ね

50
歳
以
上
　
持
ち
物
　
飲
み
物
、
上

履
き

申
・
問

　
電
話
で
3
B
体
操

　
櫻
井

☎
0
9
0
（
2
5
2
7
）
3
9
4
5
へ

◆
白
井
近
隣
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
す
る
の

で
、
カ
ラ
オ
ケ
に
興
味
の
あ
る
人
は

来
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
5
月
1
日
㈰
　
午
前
9
時
30

分
〜
（
開
場
　
午
前
9
時
〜
）　
場

所
　
中
銀
白
井
マ
ン
シ
オ
ン
大
ホ
ー

ル
（
堀
込
）　
入
場
料

　
無
料

問
　
平
岡
☎
（
4
9
1
）
1
6
5
3

◆
こ
い
の
ぼ
り
祭
り

　
和
太
鼓
の
演
奏
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
、
模
擬
店
、
こ
い
の
ぼ
り
潜
り
、

宝
探
し
、
む
か
し
遊
び
な
ど
、
楽
し

い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
こ
い
の
ぼ
り
は
会
場
で
4
月
24
日

㈰
か
ら
5
月
5
日
㈷
ま
で
揚
げ
ま
す
。

※
使
用
し
て
い
な
い
こ
い
の
ぼ
り
が

あ
れ
ば
譲
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
5
月
4
日
㈷
　
午
前
10
時
〜

午
後
3
時
（
雨
天
時
は
5
日
㈷
）

場
所

　
冨
士
中
予
定
地
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
　
白
井
第
三
小
学
校
区
こ
い
の
ぼ

り
祭
り
実
行
委
員
会
☎
（
4
4
6
）

2
6
0
0
（
火
・
木
・
土
曜
日
の
午

前
10
時
〜
午
後
4
時
）

◆
新
緑
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
歩
こ
う
!

　
実
際
の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
O
U
T
9

ホ
ー
ル
を
使
い
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
な

ど
を
行
い
ま
す
。
コ
ー
ス
内
は
飲
食

が
で
き
、
参
加
賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
程
　
5
月
10
日
㈫
（
雨
天
決
行
）

受
付
時
間

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

2
時
　
場
所
　
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
（
清
戸
）

問
　
㈱
船
橋
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
☎

（
4
9
7
）
0
2
3
6

ジョイキッズ日程表
日程 内容

5月14日㈯ アクリルアート
7月9日㈯ シェルクラフト

10月1日㈯ しろい環境塾の皆さんと
竹とんぼを作って遊ぼう

11月12日㈯ デコパージュ
1月14日㈯ スクラップブッキング
3月4日㈯ プチパーティー

西  

親
子
で
！
科
学
体
験

教
室

　
毎
日
の
生
活
に
関
わ
る
科
学
を
体

験
し
よ
う
。

日
程
　
5
月
8
日
㈰

時
間
・
内
容

　
①
午
前
10
時
〜
正
午
・

炭
酸
ガ
ス
を
使
っ
て
地
球
温
暖
化
を

考
え
て
み
よ
う

　
②
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分
・
台
所
で
見
る
材
料
を

使
っ
て
実
験
し
よ
う

対
象

　
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

　
各

15
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン
タ
ー

加
地
浩
成
さ
ん
、
堀
本
能
之
さ
ん

参
加
費
　
各
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
6
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

2016.4.157
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2016.4.15 8み ん な の ひ ろ ば

　3月14日の「ホワイトデー」になぞらえ市が定めた「しろいの日」（3月14日）
のイベント「しろいホワイトフェスティバル」が3月13日に開催され、会場となっ
た白井駅前広場は大勢の家族連れでにぎわいました。
　山形県川西町から運ばれた40㌧の雪に子どもたちは大喜び、スノーキャンド
ルを作ったり、ストラックアウトや雪遊びをするなど楽しい1日を過ごしました。
　このほか会場では、市内小・中学校吹奏楽部による演奏や各種団体のライ
ブステージ、軽食販売、「しろいポスト」に投函すると当日限定の消印を押す

メッセージはがきのワーク
ショップなどのイベントも
行われ「しろいの日」を祝
いました。
　子どもたちからは「来年
も雪遊びがしたい」とたく
さんの声が上がっていまし
た。

しろいホワイトフェスティバル2016
雪遊びを楽しみました「来年もあったらいいな」

ワークショップで書いたはがきを
これから「しろいポスト」に投函

雪遊びを楽しむ子どもたち

東
京
大
空
襲
の
記
憶

　
去
年
は
戦
後
70
年
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
テ
レ
ビ
番
組
を
見
て
い

た
ら
、
ず
っ
と
忘
れ
て
い
た
当
時

の
記
憶
が
よ
み
が
え
り
心
を
病
ん

で
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
も

す
ご
い
有
様
で
、
涙
が
出
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　
私
は
当
時
本
所
吾
妻
橋
に
住
ん

で
い
て
、
空
襲
に
遭
い
ま
し
た
。

防
空
壕
を
掘
っ
て
備
え
て
い
ま
し

た
が
、
役
に
立
ち
ま
せ
ん
で
し
た
。

砂
袋
と
、
竹
ぼ
う
き
の
先
端
に
わ

ら
を
丸
め
て
そ
れ
を
水
に
ぬ
ら
し

あ
の
戦
争
を
語
り
継
ぐ

平
和
宣
言
都
市
30
周
年

記
念
連
載
①

天
　
山
椒
味
噌
母
の
作
り
し
五
平
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井

　
　
増
子
桂
子

地
　
雛
あ
ら
れ
供
へ
仏
壇
な
ご
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
松
村
純
子

人
　
さ
く
ら
餅
同
姓
な
り
し
両
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

【
選
評
】　
天

　
木
曽
に
近
い
山
中
の
宿
場
町
、
今
は
観
光
化
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
こ
の
茶
店
な
ど
に
五
平
餅
が
売
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
母
も
木
曽
の
人
か
も
知
れ
な
い
。
ピ
リ
リ
と
辛
い
山
椒
が

母
の
人
格
も
現
し
て
い
る
。
地
　
な
ご
み
け
り
の
言
葉
で
亡
き

人
々
の
顔
が
穏
や
か
に
よ
み
が
え
り
微
笑
む
よ
う
だ
。
雛
あ
ら

れ
の
素
朴
な
淡
い
色
も
良
い
。
人
　
田
舎
で
は
よ
く
こ
の
様
な

事
が
有
る
。
俳
諧
的
な
お
か
し
味
も
感
じ
ら
れ
、
唯
の
報
告
句

と
は
違
う
。
こ
の
場
合
草
餅
の
方
が
よ
い
取
合
せ
か
も
知
れ
な

い
。

　
　

雛
祭
り
喜
々
と
集
ひ
し
媼
ど
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上

　
　
石
山
敏
子

潮
引
き
て
鹿
尾
菜
を
背
負
ふ
籠
の
列

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

梅
東
風
や
裾
野
広
げ
て
赤
城
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

芽
吹
く
木
々
回
廊
を
ゆ
く
朱
の
袴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
小
林
し
を
り

や
は
ら
か
に
好
文
木
の
香
り
満
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口

　
　
斎
藤
裕
子

生
き
る
と
は
今
駆
け
る
こ
と
春
の
駒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

桶
の
あ
さ
り
遠
き
干
潟
の
砂
を
吐
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
松
村
猛

朝
ま
だ
き
地
上
の
空
気
ふ
る
わ
せ
て

部
活
の
少
年
駆
け
て
ゆ
き
た
り

　
　
桜
台

　
　
　
米
井
詩
織

【
選
評
】
夜
明
け
前
、
部
活
の
朝
練
に
参
加
す
る
の
で
し
ょ
う
。
少

年
が
駆
け
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
の
様
を
「
地
上
の
空
気
ふ
る
わ
せ
て
」

と
捉
え
、
少
年
の
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

ぽ
つ
ぽ
つ
と
み
ぞ
れ
の
落
ち
て
肌
を
さ
す

風
な
れ
ど
ど
こ
か
春
の
兆
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

春
風
の
冷
た
き
庭
に
心
地
よ
し

蕗
の
薹
八
個
摘
み
数
え
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
次
台

　
　
藤
原
澄
子

お
じ
い
ち
ゃ
ん
ど
う
ぞ
と
幼
な
に
ゆ
ず
ら
る
る

席
、
嬉
し
げ
に
夫
座
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士   

　
　
望
月
玲
子

恋
猫
が
群
れ
て
哭
く
ご
と
如
月
の

夜
の
嵐
は
妖
し
く
荒
さ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
山
本
庸
雄

夜景に映える幻想的な雪灯籠

て
消
火
す
る
訓
練
を
し
て
い
ま
し

た
が
、
無
意
味
で
し
た
。

　
3
月
9
日
の
空
襲
で
は
、
ア
メ

リ
カ
は
焼
夷
弾
で
下
町
を
焼
け
野

原
に
し
よ
う
と
空
襲
し
ま
し
た
。

周
り
が
燃
え
て
い
て
、
こ
れ
か
ら

自
宅
が
燃
え
る
と
い
う
と
き
に
、

父
は
焼
け
た
跡
の
方
に
行
こ
う
と

言
っ
て
、
押
上
と
業
な
り
ひ
ら平
橋
の
間
の

あ
た
り
に
行
き
、
生
き
残
り
ま
し

た
。
赤
ん
坊
を
背
負
っ
た
人
の
背

中
に
火
が
燃
え
移
っ
た
り
し
て
、

熱
い
か
ら
み
ん
な
隅
田
川
に
飛
び

込
み
、
川
は
死
体
だ
ら
け
に
な
り

ま
し
た
。
こ
ん
な
地
獄
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
夜
が
明
け
る
と
地
面
は
全
面
焼

け
焦
げ
て
い
て
、
骨
だ
け
の
も
の
、

黒
焦
げ
の
も
の
、
蒸
し
焼
き
の
も

の
と
死
体
が
ご
ろ
ご
ろ
転
が
っ
て

　市内在住の赤木静香さんは、梨の
産地白井市をPRするため「しろいの
梨」を使った自家製の「梨たれ」と「梨
せんべい」を開発、販売しています。
　赤木さんは「市の特産である梨を
使い、毎日食べられる商品をと思い
開発しました。梨たれは調味料とし
ていろいろな食材に合いますし、梨
せんべいはサクサクした食感が楽し
めます。意外と思われますが、自家
製の梨たれを作っている市内の梨農
家さんは多くいます。幸水や豊水な
ど品種によって味も微妙に違います
し、それぞれ特色があるのでこれか
ら梨農家さんに声掛けをし、来年は
『梨たれフェスティバル』を開催した
いです」と力強く話してくれました。
問　赤木　☎090（2633）0521

しろいの梨を使った食品で白井をPR
赤木静香さんの「梨たれ」「梨せんべい」

誰でも食べやすい一口サイズの梨せんべい

「梨たれ」と「梨せんべい」を手にする赤木さん

い
ま
し
た
。
子
ど
も
を
腕
の
中
に

か
ば
っ
た
ま
ま
亡
く
な
っ
た
お
母

さ
ん
も
い
ま
し
た
。
10
万
人
も
亡

く
な
っ
た
の
で
す
。
死
体
を
ま
と

め
て
ト
ラ
ッ
ク
に
放
り
投
げ
て
い

ま
し
た
。
米
軍
の
捕
虜
も
片
づ
け

を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。

　
空
襲
の
怖
さ
は
、
一
夜
に
し
て

何
も
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
日
本

は
ば
か
み
た
い
で
し
た
。
全
く
戦

争
を
甘
く
見
て
い
た
の
で
す
。
戦

争
は
人
間
が
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
で
し
た
。
　

◇
東
京
大
空
襲
…
昭
和
20
年
3
月

10
日
未
明
に
連
合
軍
が
行
っ
た
無

差
別
爆
撃
。
東
京
の
下
町
が
狙
わ

れ
、
推
定
死
者
は
10
万
人
と
さ
れ

る
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
　
内
線
3
3
5
4

柳
沢
清
子
さ
ん
（
大
松
地
区
在
住
）

・ ①

　こんにちは。今月から15日号
に「民生委員・児童委員連絡協
議会の広報室」を開設します。
　民生委員・児童委員連絡協議
会（以下「民児協」）は、市内
の民生委員・児童委員と主任児
童委員で構成される組織です。
　「民生委員」と言う言葉は、
自治会や学校、テレビなどで聞
いたことがあると思います。
　皆さんが住んでいる地域には
その地区を担当する民生委員・
児童委員がいて、地区内の皆さ
んの幸せな市民生活を願って活

動をしています。その活動を分
かりやすく伝えるために「民児
協の広報室」が生まれました。
　ここでは、民児協の代表選手
として紙面中の民生委員『民 
生子（タミイクコ）さん＝イラ
ストのおばさん』に案内役をし
てもらいます。
　次号では、まず『民 生子さん』
の活動内容を詳しく紹介します。
※この記事は民児協広報部会が
作成しています。
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